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２０周年の軌跡 
■  1978年７月１日、千葉県立
磯辺高等学校で設立理事会開催

する。会長・廣川善任、副会長・

宇佐美敏夫・安永周二、常任理

事・小沢幸男・木下潤・平松雅

之・鈴木修・宇佐美敏夫・安永

周二、監事・鈴木修・佐々木礼

子で発足する。（敬称略） 
この年協会主催スポーツ潜水初

級講習会が千葉県総合運動場と

海洋科学技術センターで初めて

開催される。また布良漁協の魚

礁調査を実施する。１９８３年

まで、県内の漁業組合に潜水講

習、魚礁調査を通して、協力す

る。 
 
■  1979年３月 25～27日、海
洋科学技術センターでバッチテ

ストシステムに則り、千葉県指

導者講習会を開催する。専門委

員会として、指導委員会を委員

長・栗谷川裕造氏、競技委員会・

海洋委員会を委員長・安永周二

氏として設置する。 
 ・ ９月２３日－２４日、日

本スキューバダイビング協会・

読売新聞社主催、第一回全国 

１９７８年度事業計画案 

  
スポーツ潜水競技大会を主管する。水中ホッケー競技

をイクシビッションとして日本に紹介する。 

  ＪＳＤＡ会長・高島国昌氏あいさつ 



■  1980年、栗谷川裕造氏が
副会長に、河北尚夫氏が常任理

事に就任する。指導委員長に河

北尚夫氏が就任する。 
・ １０月１９日、白浜漁業組

合・海士連協の潜水講習会に講

師を派遣する。１９８３年まで、

各漁協の講習会に講師を派遣す

る。 

   

 

 

■  1981年会則を改定。運営
委員会（常任理事会）メンバー

として、会長・廣川善任、副  

会長・安永周二・栗谷川裕造、

常任理事・河北尚夫・小沢幸男・

木下潤・平松雅之・神崎芳明、

監事・鈴木修を選出する。（敬称

略）。 
・ ６月１７日～19日、海洋調
査員資格認定プログラムを日本

大学生産工学部で開催する。 
 
・ ９月１５日、第三回全国ス

ポーツ潜水競技大会を千葉県総

合運動場にて主管する。 
 
・ １１月２２日～２４日

JSDA のメンバーとして、指導
者養成コースを海洋科学技術セ

ンターで行う。この年からＪＳ

ＤＡと共催のプログラムを多数

実行する。ＳＬＡＭレスキュ

ー・プログラム、バッチテスト、

海底清掃等。 

 指導委員長・河北尚夫氏の学科指導 
  

 白浜漁協組合長・加瀬勲氏と組合員 
 
  

  
  

川津漁協潜水講習会、ＣＰＲ実習  1981年５月１７日 

海洋委員長・安永周二氏の CPR実技指導 
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■ 1982 年、御宿漁協、岩和田

漁協・海士のための潜水講習会

に講師を派遣する。 

 
■ 1983 年、JSDA を脱会し、
ＹＭＣＡメンバーと JNASA設
立準備を始める。 
・４月１７日、JNASA の設立
メンバーとして、ＪＮＡＳＡ発

会に参画する。このため、ＣＳ

ＤＡの事業を縮小する。 
 
■ 1984年、廣川善任会長はＪ
ＮＡＳＡ会長職に付き、ＣＳＤ

Ａ会長職を休職し、安永周二副

会長が会長代行となり、事務局

を磯辺高校から千葉ＹＭＣＡに

移す。 
・ ２月１９日、ＪＮＡＳＡ主

催第１回日本水中ホッケー大会

を千葉県総合運動場で開催主管

する。 
・ ９月１６日、ＪＮＡＳＡ主

催第２回日本水中ホッケー大会

を千葉県総合運動場で開催主管

する。 
 
 
 
 
 

      東京ＹＭＣＡにてＪＮＡＳＡ発会式 

 
             

 

       ９月１６日第２回水中ホッケー大会 
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 □  Japan Aqua Club
（ＪＡＣ）：ダイバーをクラブ化

しＪＮＡＳＡ活動を支援するた

めに専門委員会・ＪＡＣ小委員

会を設立する。この委員会のメ

ンバーは、岩瀬康彦（ＹＭＣＡ、

ＪＮＡＳＡ）、広田光司（ＣＳＤ

Ａ、千葉ＹＭＣＡ）、高田正壽（Ｊ

ＮＡＳＡ）、安永周二（ＣＳＤＡ、

ＪＮＡＳＡ）。 
 
 
□ ５月２１日、 ＣＳＤＡ／

ＪＡＣが日本で初めて、ＣＭＡ

Ｓ（世界水中連盟）のＯＣＣ（ト

レーニングセンター）に加盟が

認められる。 
 
 
 
□ １１月１９日、千葉ＹＭＣ

Ａで千葉県の海とダイバーと漁

業を考えるシンポジウム開催す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

      1984年 5月 21日 CMAS・OCC 加盟認可される。 
 
       
 
 

    朝日新聞 １１月２０日 
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□ １２月２日、世界水中連 
盟（ＣＭAS）会長：ジャック・
デュマ氏、ＣＳＤＡを訪問する。 
   

 
ＣＭＡＳの活動体を日本に作り

たい旨説明があり、協力するよ

うに依頼される。ＣＳＤＡとし

ては、将来ＣＭＡＳが日本を代

表する組織を作るならばこれに

協力することを約束する。 
 
 
 
 
■ 1985 年、広田光司氏が事
務局長となる。 

・ ９月１５日－１６日、ＪＮ

ＡＳＡ主催、第３回日本水中ス

ポーツ競技大会・水中ホッケー

の部、フィンスイミングの部を

千葉県総合運動場にて開催主管

する。 
・ １０月２４日、ＦＥＪＡＳ

水中ゲーム小委員会設立の会を

千葉ＹＭＣＡで開催、ＣＳＤＡ

が主管する。 
・ １１月２０日、日本水中ホ

ッケー委員会を設立し、事務局

を千葉ＹＭＣＡに置く。ＣＳＤ

ＡはＪＡＣを通じて日本水中ホ

ッケー委員会運営に協力し、水

中ホッケーの用具の使用を認可

する。 
  

 

 

  
   CSDA事務局・千葉ＹＭＣＡにて 

   CMAS会長：デュマ氏 
 

  

 

 

  朝日新聞 １９８４年１２月３日   
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■ 1986年 
・ ９月２３日、第４回日本水

中ホッケー選手権大会を千葉Ｙ

ＭＣＡで開催主管する。 
 
 
■ 198７年 
・ ９月２３日、第５回日本水  

中ホッケー選手権大会を千葉Ｙ

ＭＣＡで開催主管する。 
 
 
   
   

  

 

 

 

 

  

 

魚礁調査協力は、1978～1982年まで

右記のように続けられた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 第一回目の大会 

  朝日新聞 1984 年１月 
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■ 1988 年、事務局を成田市 
に移す。 
 

 

■ 198９年 
３月５日、第６回日本水中ホッ

ケー選手権大会を東京ＹＭＣ

Ａ・東陽町ウエルネスセンター

でＣＳＤＡ／日本水中ホッケー

委員会として、開催主管する。 
  
 
■ 1990年会則改定。 
 安全潜水の教育活動の他に海

環境保全をも目指すように会則

を改定する。‘８４シンポジウ

ムに則り、珊瑚礁の島々の情報

収集を開始する。調査員をフィ

リピン・セブ島に派遣する。 

 PCSSD ﾒﾙｶﾄﾞ氏と安永氏 

 
■ 1991 年、１月１０日海洋委

員会開催。そこで、発展途上国

における珊瑚礁の破壊の現状が、

海洋委員会に報告され、日本の

ダイバーであるＣＳＤＡとして

も出来ることはないか、ＪＮＡ

ＳＡ技術委員会と共にプログラ

ムの作成に入る。 

３月、コーデネーターをセブ島

に派遣する。 

副知事とカパロソ氏（ＹＭＣＡ） 

 

 

 

□ ７月－８月、ＪＮＡＳＡと共に指導委員長・河北

尚夫氏が、ＰＪＦＵＰ プログラムを実行する。 

 

ＹＭＣＡにて、指導委員長・河北尚夫氏の技術指導 
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 バリカサグ島でのダイブマスター訓練 

 

 河北氏によるダイブマスター指導 

 

■ 1992年、初期の目的を達成
したので、縮小していた県協会

の活動を再開するために、ＪＮ

ＡＳＡを脱会する。千葉県に限

らない組織作りを目指し２１世

紀の世代に美しい海を残す活動

と海環境保全を目的に千葉県ス

クーバダイビング協会の通称を、

ＣＳＤＡとする。会則改定。 
 
 
 
 
 

□ ３月２５日 ＰＪＦＵＰ Japan  
を設置し、代表・河北尚夫氏を選ぶ。こ

れより、ＣＳＤＡ／ＪＡＣは積極的にこ

のプログラム支援を行う。 

 

          ＹＭＣＡデイレクター：クリス・カパロソ氏と 
 ＰＪＦＵＰ Japanの設立を確認する。  
 

 
 
 安永氏による       
 PJFUPプログラム・チャンバー・トレーニング 

         （セブ・フィリピン海軍基地） 

 

 
 



 
■ 1993 年 ５月５日、PJFUP

実施プログラム要項作成。 

実施要項Ｂ案に従って、ＡＩＩ、

ＣＳＤＡ／ＪＡＣの協力により

セブにＰＪＦＵＰセンター設立 
準備始める。 

 セブＹＭＣＡにて－PJFUPメンバー 

 
 
 
■ 1994年 
７月、PJFUP 参加者のための
訓練場として、セブ島にPJFUP
センター設立。 

     セブ島ブヨンビーチ 

 
 

 
  

 

 

 

 PJFUPセンター所長 ｴﾄﾞｳｲﾝ・フランシスコ（センター内） 
 
 
□ １１月１６日、ダイバーの海環境を守る会 
  （ＲＥＤＮ）設立し、次の活動を目標とする 
    １．コーラルリーフ保全の啓蒙パンフの作 
      成配布  
    ２．コーラルリーフを有する発展途上国へ 
      のコーラルリーフ保全の援助プログラ 
      ムの推進（ＰＪＦＵＰ） 
    ３．リーフ・エコロジー・ダイバーの養成 
    ４．各国関係団体との提携 
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■ 1996 年 安全潜水のため

のナイトロックス・コース

開催する。 

・ ３月８日－９日 YMCA・Ｙ
－Ｍｅｄ コース 、ＤＡ

Ｎオキシジェン・コースを

日本大学・生産工学部にて

開催する。 

 
 
 
 
 
 
 
■ 1997年 会則改定。 
■ 安全委員会設置する。 
安 全 委 員 会 を Ｃ Ｓ Ｄ Ａ ／

YMCA SCUBA Programと
呼ぶ。 
 
 
 
 
 

  
 

 

 
 
 
■ 1998年１月８日、ＮＳＣのトレイニング・エイジ
ェンシイーとなる。 
ＣＳＤＡ／ＹＭＣＡ Ｓｃｕｂａ Ｐｒｏｇｒａｍ 

  として、公共の場にファーストエイドと CPRの講 

  習を行う。 

     CSDA/YMCA Scuba Program 
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